
添付 5 

第 1回 ○×△□ 保健指導の質の管理システム  

第三者評価報告書 例 （機関用） 

対象組織： 

  ○×△□ 

対象期間： 

平成 23 年 4 月 1 日～平成 24 年○月△日 

評価実施日： 

平成 24 年○月×日 9:00-17:00 

評価チーム 

A 班：○○ B 班：××、○× 

評価結果（総括）：不適合事項なし 

【不適合事項】なし 

【マネジメントの視点】 

・「保健指導サービスに関与している職員のモチベーション向上が、システムの導入ととも

に促進している」とのコメントがあった。 

・システムの導入により業務の標準化や異業種間での連携が促進している。 

・品質管理システムの立ち上げ同様、維持にも努力が必要との認識を持っている。 

【各項目に対する観察事項】 

・基本方針が、理念や全体方針と整合性の取れた内容になっている。【1.1】 

・新しく改定された方針がホームページ上で紹介されている。【1.2.1】 

・基本方針が協会の理念と共に、施設内に掲示されている。【1.2.2】 

【良好な事項（他組織で参考になる推奨事項を含む）】 

・保健指導対象者が見る全ての教材が、品質管理委員会等において、専門医や事務等の複

数の立場の人からチェックを受け質の高いものになっている。【3.2.2】 

・顧客からの電話での問い合わせの記録を「特定保健指導記録 集計」としてまとめ、契

約に至らなかった事例の要因分析や、相談内容が明確にされている。【5.2】 

・緊急対応計画に基づく訓練参加者のアンケート関してディスカッションを行い、その結

果に基づき対策が講じられた。またこの内容は、社内のイントラネットで情報共有できる

ようになっている。【5.4.2】 

【改善を検討すべき事項（推奨事項）】 

・保健指導に用いる教材は、年１回定期的に内容を確認し、必要に応じて改善する手順と

することを推奨する。【4.4.5】 

・内部監査そのものの継続的な質の改善のため、「監査後の反省会 議事録等」を品質管理

委員会へ報告するしくみを構築することを推奨する。【13.1】 

第三者評価チームリーダー 

平成 24 年○月×日     署名： ○○○○ 

品質管理責任者確認           

平成 24 年×月○日     署名： △△△△ 

＊ 報告書は、原本を第三者評価チームリーダーが、コピーを被評価組織が保管する。 


